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１．うたごえ広場「ウポポイ」始動のキッカケ
中尾さんが住む埼玉県川口市では、50歳を「第二の成

人＝盛人（せいじん）」と呼び、セカンドライフでは地域
活動に取り組むことを推奨している。中尾さんもいくつ
かの盛人活動に参加している中で、活動参加後にはカラ
オケに行くことも多く、仲間づくり、コミュニケーショ
ンづくりの良い機会となっていた。しかし、カラオケは
ともすると、のど自慢披露の場となることが多く、必ず
しも全員が楽しんでいるとは限らないことに気付いた。
そこで、中尾さんの番になり、リクエストした３曲「青
い山脈」「リンゴの唄」「高原列車は行く」を全員で歌うこ
とを提案したところ、部屋の中にいた多くの人たちが楽
しそうに歌いはじめ、これまでとは打って変わって和やかな空気に一変。その時に、「そうだ！歌声喫茶を始めよ
う！」と思ったそうです。もともと歌が好きで学生の頃には歌声喫茶によく通っていたこともあり、みんなで歌う
楽しさを改めて実感。全員が気兼ねなく思い切り歌える場をつくろうと思い立ったのがきっかけでした。

当初ギターでの伴奏を考えたが、メロディーが弾けるアコーディオンがいいのではないかと考え、アコーディオ
ン教室へ通い始めた。しかし、ご自身の上達を待っていると、果たして実現するのはいつになるかわからないとい
うことで、思い切ってアコーディオンの先生に相談したところ、快く引き受けていただき、構想10年後の2012年

１月に「歌声サロン」活動がスタート。

２．会場に響く老若男女の明るい歌声─楽しく歌えるシカケが一杯！
休憩をはさみ２時間で歌うのは、懐かしの唱歌、昭和歌謡からフォーク・ポップス

まで約20曲。毎回テーマを設定し選曲。アコーディオン、ギター、フルートの生伴
奏に乗せて歌う歌の数々。知っている曲も、知らない曲も、みんなが一緒に楽しく、
大きな声で思い切り歌える会には、さまざまな工夫と配慮が散りばめられている。

歌詞はプロジェクターで投影し、前を見て大きな声で思い切り歌える工夫が。さ
らに、それぞれの歌のつくられた時代背景や作詞家、作曲家のプロフィール紹介等
歌に纏わるエピソードを交えた解説は、参加者の頷きと納得感を誘い、これから歌
う曲への意識を高め、思いを込めて歌う入り口となっていました。

＜活動の概要＞
活動の名称 うたごえ広場「ウポポイ」＝毎月第1木曜日14時～16時開催
活動地域 埼玉県川口市「上青木公民館・視聴覚室」
対象者 川口市及び近隣地域にお住いの方（どなたでも参加可）

メンバー 中尾さんご夫妻とボランティア2～3名
伴奏のアコーディオン、ギター、フルート演奏者 各1名

参加費 500円（公民館使用の為会費としていただいている）

地域協議会・
ADだより

▲‌投影された歌詞を見ながら生伴奏にあわせて大きな声で歌う

冬の空に響く明るい歌声
～アコーディオン、ギター、フルートの生伴奏にのせて歌う、

うたごえ広場「ウポポイ」～
川口市健康生きがいづくりアドバイザー協議会

会長　中尾 堯
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取材当日（12/2・木）第112回のテーマは「愛」。2021年今年の歌「小さな手」からはじ
まり、「朝はどこから」「白い花の咲く頃」と続いていくに従い声も大きくなり、「みかん
の花咲く丘」「ふるさとは今もかわらず」、そしてシャンソンの名曲、エディット・ピア
フ「愛の讃歌」の頃には、全員で歌う情感たっぷりの愛の歌に圧倒された。

伴奏も主旋律（メロディー）を弾くアコーディオンが、聞いたことはあるがうろ覚えだっ
た旋律をサポートし、正確にリズムを刻むギターと優しくやわらかい音色で間奏のリード
を担当するフルート。参加者が気持ちよく歌える伴奏に徹したサポートが印象的でした。

スタート当初は「チラシ」等を制作していたが、現在はほぼ「口コミ」で会場が一杯になり、会場定員100名（現
在はコロナ禍のため定員は50% 規制）の上青木公民館視聴覚室には、ソーシャルディスタンスを保ったイスの配置
で50人ほどが参加。30代から90代まで幅広い年代の方々が集い、平均年齢は70代前半、その内女性が2/3でした。
「６年前から夫婦で参加、月に１回散歩がてら歌いに来ています。外出する機会が少ない中、夫婦で参加出来る

貴重な会で、大きな声で歌えるのが気持ちよく健康にいい」（70代ご夫婦）。「中尾さんの司会とマラカスを振りなが
らのリードがいい。また曲にあわせたコメントやエピソードを聞くのが
楽しい」（60代男性）、「知人に誘われて参加したのがキッカケ、今では開
催日が待ち遠しい」（70代男性）。「隣の鳩ケ谷市から参加している。18年
前からフラダンスの会を主宰しているが、この会は全員で歌えるのが楽
しくていい。今日はフラダンスの仲間と来ている」（90代女性）。「『ウポポ
イ』の前の時間の集まりに参加していたが、何だか楽しそうな会がある
というので参加したのがキッカケ。今では前の講座が終了したら、歌声
サロンのイスの並べ替えをお手伝いしている。とにかく歌うのが楽しい」

（70代男性３人組）という参加者の声が、この会を象徴していていました。

３．「ウポポイ」の運営に際して心がけていること
スタート当初は近所のカフェを借り切って開催。2012年1月11日の第1回サロ

ンには30名が参加。終了後多くの方から「楽しかった」「こんな機会をつくってく
れてありがとう」の言葉をいただき、皆さんがこのような場を待っていたのだと
意を強くした次第だったとのこと。

中尾さんからは、「出来るだけ多くの曲を全員で楽しく歌いたいので、極力間
奏を省いて歌っています」と。また、特に以下の点に留意しているとのこと。
①みんなが歌える曲を選ぶ

馴染みの曲だからこそ大きな声で歌える。誰もが気持ちよく歌える曲を選ぶ。
②歌集よりもプロジェクターで歌詞を投影

�歌集では歌詞を見るためにどうしても下を向くことになる。パソコンを使いプ
ロジェクターで投影した歌詞を見て歌えれば、前を向いて大きな声で歌える。
③おしゃべりは必須

�曲にまつわる逸話を話す。例えば「リンゴの唄」なら、作詞のサトーハチロ―さんは落第生で7～8回転校して
いる、などの逸話を紹介すると親近感を覚え喜んでもらえる。「回想法」という心理療法を応用し、脳活性と認
知症予防の効果を目指している。

「みんなで楽しく歌う」ための、こうした細やかな気遣いと工夫が、10年にわたり続いている秘訣であると感じ
ました。今年活動開始10年を迎え、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、数回の休会と会場の変更を経て、
現在は2018年に新築となった川口市上青木公民館の視聴覚室を会場に、毎月１回老若男女が集う歌声サロン「ウポ
ポイ」。2022年1月6日（木）の第113回では、10周年記念の会として、華やかにまた楽しく開催したと聞きました。

（取材 /2021年12月2日、編集部）

「ウポポイ」はアイヌ語で「大勢で歌うこと」。ホームページ 「うたごえ広場 ウポポイ」　事務局 ☎080-5462-5248


